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出
版
物
一
覧

書
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

発
　
行
　
年
　
月

●
学
術
論
文
誌

『
日
本
研
究
』（
一
九
八
九
年
創
刊
）

日
文
研
が
年
二
回
定
期
的
に
刊
行
す
る
学
術
論
文
集
で
、
日
本
文
化
研
究
の
発
展
に
寄
与
す
る
内
容
で
あ
れ
ば
、
誰
で
も
投
稿
可
能
。

投
稿
論
文
は
審
査
委
員
に
よ
る
査
読
の
う
え
掲
載
。
第
五
四
集
ま
で
既
刊
。

『JA
PA

N
 R

E
V

IE
W

』（
一
九
九
〇
年
創
刊
）

日
文
研
が
刊
行
す
る
英
文
の
学
術
雑
誌
で
、
優
れ
た
研
究
論
文
、
研
究
ノ
ー
ト
、
書
評
論
文
を
常
時
募
集
。
過
去
と
現
在
の
日
本

文
化
の
研
究
に
関
わ
っ
て
い
れ
ば
誰
で
も
投
稿
可
能
。
応
募
原
稿
は
、
審
査
員
に
よ
る
査
読
の
う
え
掲
載
。
第
二
九
集
ま
で
既
刊
。

『
日
文
研
叢
書
』（
一
九
九
三
年
創
刊
）

日
本
研
究
に
関
す
る
書
き
下
ろ
し
の
論
考
シ
リ
ー
ズ
。
日
文
研
の
専
任
教
員
や
客
員
研
究
員
が
主
催
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
記
録

や
共
同
研
究
会
の
成
果
、
日
文
研
所
属
の
若
手
研
究
者
の
個
人
研
究
、
あ
る
い
は
貴
重
資
料
集
成
な
ど
を
含
む
。
第
五
五
集
ま
で

既
刊
。

『N
ichibunken M

onograph Series

』（
一
九
九
八
年
創
刊
）

日
文
研
に
お
け
る
研
究
活
動
の
最
良
の
成
果
で
単
著
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
な
学
術
論
文
の
英
文
モ
ノ
グ
ラ
フ
シ
リ
ー
ズ
。

執
筆
者
は
日
文
研
専
任
教
員
等
。
第
一
九
集
ま
で
既
刊
。
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●
研
究
活
動
報
告
書

『
国
際
研
究
集
会
報
告
書
』（
一
九
八
九
年
創
刊
）

日
文
研
が
主
催
し
た
国
際
研
究
集
会
に
お
い
て
発
表
・
討
議
さ
れ
た
内
容
を
収
録
。
第
四
五
集
ま
で
既
刊
。

『
海
外
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
報
告
書
』（
一
九
九
七
年
創
刊
）

海
外
で
行
わ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
発
表
・
討
議
さ
れ
た
内
容
を
収
録
し
た
報
告
書
。
第
二
二
集
ま
で
既
刊
。

『
世
界
の
日
本
研
究
』（
一
九
九
〇
年
創
刊
）

世
界
の
日
本
研
究
に
関
す
る
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
不
定
期
出
版
物
。
第
一
九
集
ま
で
既
刊
。

『
日
文
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
報
告
書
』（
一
九
八
八
年
創
刊
）

来
日
中
の
外
国
人
研
究
者
が
日
本
に
関
連
し
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
発
表
し
た
内
容
を
記
録
編
集
し
た
報
告
書
。
随
時
刊
行
で
第

二
七
六
回
ま
で
既
刊
。

〈
共
同
研
究
報
告
書
〉

日
文
研
共
同
研
究
の
総
括
報
告
書
。
商
業
出
版
含
む
。

『
藝
文
　
第
１
巻
　〈
藝
文
社
版
〉
１
巻
１
号
』
ゆ
ま
に
書
房
（
監
修
：
呂
　
元
明
、
鈴
木
貞
美
、
劉
　
建
輝
）

07
年
7
月

『
伝
統
工
藝
再
考
　
京
の
う
ち
そ
と

―
過
去
発
掘
・
現
状
分
析
・
将
来
展
望
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
稲
賀
繁
美
）

07
年
7
月

『
语
义
的
文
化
变
迁
』
武
汉
大
学
出
版
社
（
編
：
冯
　
天
瑜
、（
日
）
刘
　
建
辉
、
聂
　
长
顺
）

07
年
10
月

『
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム
再
考
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
竹
村
民
郎
、
鈴
木
貞
美
）

08
年
1
月

『
王
権
と
都
市
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
今
谷
　
明
）

08
年
3
月
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A
 N

E
W

 JA
PA

N
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O
R

 T
H

E
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W
E

N
T

Y
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IR
ST

 C
E

N
T

U
R

Y: A
n Inside O

verview
 of C

urrent Fundam
ental C

hanges and 

P
roblem

s, R
ien T. Segers, E

ditor, R
outledge

08
年
3
月

『
公
家
と
武
家
Ⅳ

―
官
僚
制
と
封
建
制
の
比
較
文
明
史
的
考
察
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
笠
谷
和
比
古
）

08
年
3
月

『
関
西
を
創
造
す
る
』
和
泉
書
院
（
編
：
千
田
　
稔
）

08
年
3
月

『
死
の
儀
法

―
在
宅
死
に
見
る
葬
の
礼
節
・
死
生
観
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
編
著
：
近
藤
功
行
、
小
松
和
彦
）

08
年
3
月

『
戦
間
期
日
本
の
社
会
集
団
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

―
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
中
間
団
体
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
（
編
著
：
猪
木
武
徳
）

08
年
3
月

『
終
わ
り
き
れ
な
い
「
近
代
」

―
八
木
一
夫
と
オ
ブ
ジ
ェ
焼
』
美
学
出
版
（
編
：
樋
田
豊
郎
、
稲
賀
繁
美
）

08
年
4
月

『
性
欲
の
文
化
史
１
』
講
談
社
（
編
：
井
上
章
一
）

08
年
10
月

『
性
欲
の
文
化
史
２
』
講
談
社
（
編
：
井
上
章
一
）

08
年
11
月

『
幸
田
露
伴
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
（
共
編
：
井
波
律
子
、
井
上
章
一
）

09
年
1
月

『
日
本
の
朝
鮮
・
台
湾
支
配
と
植
民
地
官
僚
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
松
田
利
彦
、
や
ま
だ
あ
つ
し
）

09
年
3
月

『
性
的
な
こ
と
ば
』
講
談
社
（
編
：
井
上
章
一
、
斎
藤
　
光
、
澁
谷
知
美
、
三
橋
順
子
）

10
年
1
月

『
コ
モ
ン
ズ
と
文
化

―
文
化
は
誰
の
も
の
か
』
東
京
堂
出
版
（
編
：
山
田
奨
治
）

10
年
3
月

『
妖
怪
文
化
の
伝
統
と
創
造

―
絵
巻
・
草
紙
か
ら
マ
ン
ガ
・
ラ
ノ
ベ
ま
で
』
せ
り
か
書
房
（
編
：
小
松
和
彦
）

10
年
9
月

『
一
八
世
紀
日
本
の
文
化
状
況
と
国
際
環
境
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
笠
谷
和
比
古
）

11
年
8
月

『
都
市
歴
史
博
覧

―
都
市
文
化
の
な
り
た
ち
・
し
く
み
・
た
の
し
み
』
笠
間
書
院
（
編
著
：
白
幡
洋
三
郎
、
錦
　
仁
、
原
田
信
男
）

11
年
12
月

『
ア
ジ
ア
女
性
と
親
密
性
の
労
働
』
京
都
大
学
学
術
出
版
会
（
編
：
落
合
恵
美
子
、
赤
枝
香
奈
子
）

12
年
2
月

『
民
謡
か
ら
み
た
世
界
音
楽

―
う
た
の
地
脈
を
探
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
編
著
：
細
川
周
平
）

12
年
3
月

『
宮
澤
賢
治
の
深
層

―
宗
教
か
ら
の
照
射
』
法
蔵
館
（
編
：
プ
ラ
ッ
ト
・
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
ジ
ョ
ー
ジ
、
小
松
和
彦
）

12
年
3
月

『
東
洋
意
識
　
夢
想
と
現
実
の
あ
い
だ

―1887–1953

』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
編
著
：
稲
賀
繁
美
）

12
年
4
月

『
日
本
の
近
代
化
と
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
』
教
文
館
（
編
：
上
村
敏
文
、
笠
谷
和
比
古
）

13
年
3
月
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『
地
域
社
会
か
ら
見
る
帝
国
日
本
と
植
民
地

―
朝
鮮
・
台
湾
・
満
洲
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
松
田
利
彦
、
陳
　
姃
湲
）

13
年
3
月

『
デ
ジ
タ
ル
人
文
学
の
す
す
め
』
勉
誠
出
版
（
編
：
楊
　
暁
捷
、
小
松
和
彦
、
荒
木
　
浩
）

13
年
7
月

『
帝
国
日
本
と
植
民
地
大
学
』
ゆ
ま
に
書
房
（
編
：
酒
井
哲
哉
、
松
田
利
彦
）

14
年
2
月

『Vocabulaire de la spatialité japonaise

日
本
の
生
活
空
間
』C

N
R

S E
ditions

（
編
：P

hilippe B
onnin

、
西
田
雅
嗣
、
稲
賀
繁
美
）

14
年
3
月

『
近
代
日
本
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

―
岐
路
に
立
つ
指
導
者
た
ち
』
千
倉
書
房
（
編
：
戸
部
良
一
）

14
年
3
月

『
妙
貞
問
答
を
読
む

―
ハ
ビ
ア
ン
の
仏
教
批
判
』
法
藏
館
（
編
：
末
木
文
美
士
）

14
年
3
月

『
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
近
代
知
の
空
間
の
形
成
』
東
方
書
店
（
編
著
：
孫
　
江
、
劉
　
建
輝
）

14
年
3
月

『『
作
庭
記
』
と
日
本
の
庭
園
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
白
幡
洋
三
郎
）

14
年
3
月

『
近
代
日
本
の
公
と
私
、
官
と
民
』
Ｎ
Ｔ
Ｔ
出
版
（
編
著
：
猪
木
武
徳
、
マ
ル
ク
ス
・
リ
ュ
ッ
タ
ー
マ
ン
）

14
年
10
月

『
ザ
・
タ
イ
ガ
ー
ス
研
究
論

―
昭
和
40
年
代
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
社
会
・
文
化
史
的
分
析
』
近
代
映
画
社
（
編
：
磯
前
順
一
、

黒
﨑
浩
行
）

15
年
3
月

『
徳
川
社
会
と
日
本
の
近
代
化
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
笠
谷
和
比
古
）

15
年
3
月

『
建
築
と
権
力
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
』
岩
波
書
店
（
編
：
御
厨
　
貴
、
井
上
章
一
）

15
年
3
月

『
日
記
・
古
記
録
の
世
界
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
倉
本
一
宏
）

15
年
3
月

『
異
人
論
と
は
何
か
　
―
ス
ト
レ
ン
ジ
ャ
ー
の
時
代
を
生
き
る
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
編
：
山
　
泰
幸
、
小
松
和
彦
）

15
年
3
月

『
夢
見
る
日
本
文
化
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
』
法
蔵
館
（
編
：
荒
木
　
浩
）

15
年
5
月

『
角
倉
一
族
と
そ
の
時
代
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
森
　
洋
久
）

15
年
7
月

『
万
国
博
覧
会
と
人
間
の
歴
史
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
佐
野
真
由
子
）

15
年
10
月

『
比
較
思
想
か
ら
見
た
日
本
仏
教
』
山
喜
房
佛
書
林
（
編
：
末
木
文
美
士
）

15
年
12
月

『「
心
身
／
身
心
」
と
環
境
の
哲
学

―
東
ア
ジ
ア
の
伝
統
思
想
を
媒
介
に
考
え
る

―
』
汲
古
書
院
（
編
：
伊
東
貴
之
）

16
年
3
月

『
大
衆
文
化
と
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
』
森
話
社
（
編
：
朴
　
順
愛
、
谷
川
建
司
、
山
田
奨
治
）

16
年
5
月
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『
越
境
と
連
動
の
日
系
移
民
教
育
史

―
複
数
文
化
体
験
の
視
座

―
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
（
編
著
：
根
川
幸
男
、
井
上
章
一
）

16
年
6
月

『
戦
後
映
画
の
産
業
空
間
　
資
本
・
娯
楽
・
興
行
』
森
話
社
（
編
：
谷
川
建
司
）

16
年
7
月

『
海
賊
史
観
か
ら
み
た
世
界
史
の
再
構
築

―
交
易
と
情
報
流
通
の
現
在
を
問
い
直
す
』
思
文
閣
出
版
（
編
：
稲
賀
繁
美
）

17
年
2
月

●
広
報
物

『
日
文
研
』（
一
九
八
八
年
創
刊
）

年
二
回
発
行
す
る
和
文
広
報
誌
。
専
任
教
員
、
外
国
人
研
究
員
等
の
エ
ッ
セ
イ
、
研
究
活
動
、
研
究
協
力
活
動
の
報
告
、
共
同
研

究
会
の
記
録
等
を
収
録
。
第
五
九
号
ま
で
既
刊
。

『N
IC

H
IB

U
N

K
E

N
 N

E
W

SL
E

T
T

E
R

』（
一
九
八
八
年
創
刊
）

年
二
回
発
行
す
る
和
英
併
記
の
広
報
誌
。
日
文
研
に
関
係
す
る
研
究
者
の
エ
ッ
セ
イ
、
催
し
物
な
ど
の
活
動
状
況
等
を
収
録
。
第

九
五
号
ま
で
既
刊
。

●
そ
の
他
の
出
版
物

『
海
外
日
本
像
集
成
』（
二
〇
〇
七
年
創
刊
）

幕
末
か
ら
明
治
に
か
け
て
外
国
人
が
執
筆
し
た
日
本
旅
行
記
や
研
究
書
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
挿
絵
の
み
を
集
め
た
図
版
集
。
第
五

冊
ま
で
既
刊
。

『
異
邦
人
の
ま
な
ざ
し
』（
二
〇
〇
七
年
創
刊
）

『
海
外
日
本
像
集
成
』
と
同
様
に
、
一
八
五
〇
年
代
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
に
出
版
さ
れ
た
「
外
国
語
で
書
か
れ
た
日
本
研
究
書
」

（
略
し
て
「
外
書
」）
の
挿
絵
を
、「
富
士
山
」「
芸
者
」「
子
ど
も
」
な
ど
、
テ
ー
マ
別
に
抽
出
し
編
集
し
た
カ
ラ
ー
図
版
シ
リ
ー
ズ
。

第
一
〇
輯
ま
で
既
刊
。
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〈
翻
訳
出
版
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
〉

日
本
文
化
の
理
解
を
助
け
る
た
め
に
、
日
本
語
に
よ
る
文
献
（
古
典
お
よ
び
近
代
の
古
典
、
改
訳
を
含
む
）
を
諸
外
国
語
で
翻
訳
し
、

学
術
出
版
す
る
た
め
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
企
画
を
公
募
し
、
厳
正
な
る
審
査
の
う
え
毎
年
一
〜
二
件
程
度
採
択
し
、
現
在
ま
で
に

世
界
各
国
で
一
〇
冊
の
翻
訳
書
が
出
版
さ
れ
た
。

『
民
間
伝
承
論
・
郷
土
生
活
の
研
究
法
』
学
苑
出
版
社
（
著
：
柳
田
国
男
　
訳
：
王
　
暁
葵
、
王
　
京
、
何
　
彬
）

10
年
2
月

『
十
返
舎
一
九
作
品
選
集
』
ソ
ミ
ョ
ン
出
版
（
著
：
十
返
舎
一
九
　
訳
：
康
　
志
賢
）

10
年
5
月

『
明
治
の
文
化
』N

aw
afez Society

（
著
：
色
川
大
吉
　
訳
：N

O
U

R
 E

l N
ahas

）

11
年

『
風
土
』C

N
R

S É
D

IT
IO

N
S

（
著
：
和
辻
哲
郎
　
訳
：
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
）

11
年
1
月

『
一
揆
』C

N
R

S É
D

IT
IO

N
S

（
著
：
勝
俣
鎮
夫
　
訳
：
ピ
エ
ー
ル
・
フ
ラ
ン
ソ
ワ
・
ス
イ
リ
、
印
出
忠
夫
、
中
島
圭
一
）

11
年
9
月

『
宮
澤
賢
治
作
品
集
』
サ
ナ
ー
ビ
ル
・
ブ
ッ
ク
ス
（
著
：
宮
澤
賢
治
　
訳
：
マ
ー
ヒ
ル
・
エ
ル
シ
リ
ビ
ー
ニ
ー
）

14
年
3
月

『
漢
訳
与
謝
蕪
村
俳
句
集
』
人
民
文
学
出
版
社
（
著
：
与
謝
蕪
村
　
訳
：
王
　
岩
）

15
年
3
月

『
宣
告
』É

ditions M
atériologiques

（
著
：
加
賀
乙
彦
　
訳
：
笠
井
か
お
り
）

16
年
1
月

『
曽
我
物
語
』
ギ
ペ
リ
オ
ン
（
訳
：
オ
ニ
ス
チ
ェ
ン
コ
・
ヴ
ャ
チ
ェ
ス
ラ
ヴ
）

16
年
8
月

『
今
昔
物
語
集
　
巻
第
十
一
〜
巻
第
十
九
』
社
会
科
学
出
版
社
（
訳
：
グ
エ
ン
・
テ
ィ
・
オ
ワ
イ
ン
、
チ
ャ
ン
・
テ
ィ
・
チ
ュ
ン
・
ト
ア
ン
、

ダ
オ
・
フ
オ
ン
・
チ
）

16
年
11
月

〈
所
蔵
図
書
目
録
類
〉

国
際
日
本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
に
所
蔵
し
て
い
る
図
書
、
資
料
の
目
録
。

『
日
中
文
庫
目
録
　T
he Japan-C

hina L
ibrary C

ollection C
atalogue

』

11
年
3
月

『
海
野
文
庫
目
録
　C

atalogue of the U
nno C

ollection

』

13
年
3
月


